
ファイバチャネルインターフェイスの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ファイバ チャネル インターフェイスの設定, 1 ページ

ファイバ チャネル インターフェイスの設定

ファイバ チャネル インターフェイスの概要

ファイバ チャネルのライセンス要件
Cisco Nexus デバイスでは、ファイバ チャネル機能は Storage Protocol Services ライセンスに含まれ
ます。

ファイバチャネルインターフェイスとその機能を使用する前に、正しいライセンス（N5010SSま
たは N5020SS）がインストールされていることを確認します。

Storage Protocol Services ライセンスなしで仮想ファイバ チャネル インターフェイスを設定でき
ますが、ライセンスがアクティブになるまでこれらのインターフェイスは動作状態になりませ
ん。

（注）

物理ファイバ チャネル インターフェイス
Cisco Nexus デバイスは、2 つのオプション拡張モジュールを使用することにより、最大 16 の物理
ファイバ チャネル（FC）アップリンクをサポートします。 最初のモジュールには 8 つの FC イン
ターフェイスが搭載されています。 2 番めのモジュールには 4 つのファイバ チャネル ポートと 4
つのイーサネット ポートが搭載されています。
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各ファイバチャネルポートをダウンリンク（サーバに接続）、またはアップリンク（データセン
ター SAN ネットワークに接続）として使用できます。 ファイバ チャネル インターフェイスは、
E、F、NP、TE、TF、TNP、SD、auto の各モードをサポートしています。

仮想ファイバ チャネル インターフェイス
Fibre Channel over Ethernet（FCoE）カプセル化により、物理イーサネット ケーブルでファイバ チャ
ネルとイーサネット トラフィックを同時に伝送できます。 Cisco Nexus デバイスでは、FCoE 対応
の物理イーサネット インターフェイスは、1 つの仮想のファイバ チャネル（vFC）インターフェ
イスのトラフィックを伝送できます。

vFC インターフェイスは、Cisco NX-OS の他のインターフェイスと同様に、設定やステータスな
どのプロパティを持つ、操作可能なオブジェクトです。 ネイティブ ファイバ チャネル インター
フェイスと vFC インターフェイスは、同じ CLI コマンドを使用して設定します。

vFC インターフェイスは、F モードだけをサポートし、トランク モードでだけ動作します。

次の機能は、仮想ファイバ チャネル インターフェイスではサポートされません。

• SAN ポート チャネル

• SPAN 宛先は vFC インターフェイスにすることはできません。

• Buffer-to-Buffer credit（BB_credit）

• Exchange Link Parameter（ELP）または Fabric Shortest Path First（FSPF）プロトコル

• 物理属性の設定（速度、レート、モード、トランスミッタ情報、MTU サイズ）

• ポート トラッキング

VF ポート

vFC インターフェイスは、トランク モードで常に実行されます。vFC インターフェイスは、他の
どのモードでも動作しません。 vFC インターフェイスでは、�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�W�U�X�Q�N�D�O�O�R�Z�H�G�Y�V�D�Qコマン
ドを使用して vFC の許可 VSAN を設定できます（FC TF および TE ポートと類似）。 ホストに接
続されている vFC インターフェイスの場合、ログイン（FLOGI）をサポートする VSAN はポート
VSAN だけです。 VF ポートを設定する �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�W�U�X�Q�N�D�O�O�R�Z�H�G�Y�V�D�Qコマンドをインターフェイ
ス モードで使用し、このような vFC インターフェイスの許可 VSAN をポート VSAN に制限する
ことを推奨します。

160 vFC インターフェイスのサポートが含まれます。

Cisco Nexus デバイスは、vFC VSAN 割り当てとグローバルな VLAN-to-VSAN マッピング テーブ
ルにより、VF ポートに対して適切な VLAN を選択できます。

10G-FEX インターフェイス経由の VF ポートのサポートは、各ファブリック エクステンダが Cisco
Nexus デバイスに直接接続する、Cisco Nexus ファブリック エクステンダ ストレート型トポロジで
のみサポートされます。
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VE ポート

仮想 E ポート（VE ポート）は、非ファイバ チャネル リンク上の E ポートをエミュレートする
ポートです。 Fibre Channel Forwarder（FCF）間の VE ポート接続は、ポイントツーポイント リン
ク上でサポートされます。このリンクは、個々のイーサネットインターフェイス、またはイーサ
ネット ポートチャネル インターフェイスのメンバです。 FCF が接続された各イーサネット イン
ターフェイスに、vFC インターフェイスを作成し、バインドする必要があります。 インターフェ
イス モードで �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�Hコマンドを使用して、vFC インターフェイスを VE ポートとして
設定します。

VE ポートに関する注意事項は次のとおりです。

• vFC で auto モードはサポートされません。

• VE ポート トランキングは、FCoE 対応 VLAN 上でサポートされます。

• MAC アドレスにバインドされている VE ポート インターフェイスはサポートされません。

• デフォルトでは、VE ポートはトランク モードでイネーブルになります。

VE ポート上に複数の VSAN を設定できます。 VE ポートの VSAN に対応する FCoE VLAN
を、バインドしたイーサネット インターフェイスに設定する必要があります。

• スパニングツリープロトコルは、vFCインターフェイスがバインドされたすべてのインター
フェイスのFCoEVLAN上でディセーブルになります。これには、VEポートがバインドされ
たインターフェイスが含まれます。

特定の FCF とピア FCF 間でサポートされる VE ポート ペアの数は、ピア FCF の FCF-MAC アド
バタイジング機能に依存します。

• ピア FCF がそのすべてのインターフェイス上で同じ FCF-MAC アドレスをアドバタイズする
場合、1 つの VE ポート上で FCF をピア FCF に接続できます。 このようなトポロジでは、冗
長性のために 1 つのポートチャネル インターフェイスを使用することを推奨します。

• ピア FCF が複数の FCF-MAC アドレスをアドバタイズする場合は、テーブルの制限が適用さ
れます。

vPC トポロジの VE ポート

vPC トポロジの VE ポートに関する注意事項は次のとおりです。

• LAN トラフィック用の vPC 上で接続された FCF 間の FCoE VLAN には、専用リンクが必要
です。

• FCoE VLAN はスイッチ間の vPC インターフェイス上に設定しないでください。

FSPF のパラメータ

FSPF は、VSAN で起動すると、VE ポート上で VSAN 単位で動作します。 vFC インターフェイス
のデフォルトの FSPF コスト（メトリック）は、10 Gbps 単位の帯域幅です。 イーサネット ポー
ト チャネルにバインドされた VE ポートの場合、FSPF コストは動作可能なメンバ ポートの数に
基づいて調整されます。
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VE ポート設定の制限

PlatformInterface Type

10 G のファブリック エ
クステンダ

Cisco Nexus 5500 シリーズ スイッチ

サポート対象外16 の VE ポートイーサネットインター
フェイスにバインドさ
れた VE ポート

サポート対象外4 つの VE ポートイーサネット ポート
チャネルインターフェ
イスにバインドされた
VE ポート

VNP ポート

FCoE NPV ブリッジから FCF への接続は、ポイントツーポイント リンク上でのみサポートされま
す。 このリンクは、個々のイーサネット インターフェイス、またはイーサネット ポートチャネ
ル インターフェイスのメンバです。 FCF が接続された各イーサネット インターフェイスに、vFC
インターフェイスを作成し、バインドする必要があります。 これらの vFC インターフェイスは、
VNP ポートとして設定する必要があります。 VNP ポートでは、FCoE NPV ブリッジが、それぞれ
固有の eNode MAC アドレスが設定された複数の eNode を持つ FCoE 対応ホストをエミュレートし
ます。 MAC アドレスにバインドされる VNP ポート インターフェイスはサポートされません。
デフォルトでは、VNP ポートはトランク モードでイネーブルになります。 VNP ポートには、複
数の VSAN を設定できます。 VNP ポート VSAN に対応する FCoE VLAN を、バインドしたイー
サネット インターフェイスに設定する必要があります。

スパニングツリー プロトコル（STP）は、VNP ポートがバインドされたインターフェイス上の
FCoE VLAN では自動的にディセーブルになります。

インターフェイス モード
スイッチ内の各物理ファイバ チャネル インターフェイスは、複数のポート モード（E モード、
TE モード、F モード、TF モード、TNP モード、および SD モード）のうちのいずれかで動作しま
す。 物理ファイバ チャネル インターフェイスを E ポート、F ポート、または SD ポートとして設
定できます。 インターフェイスを auto モードに設定することもできます。ポート タイプは、イ
ンターフェイスの初期化中に判別されます。

NPV モードでは、ファイバ チャネル インターフェイスは NP モード、F モード、または SD モー
ドで動作します。

仮想ファイバ チャネル インターフェイスは F モードでだけ設定できます。

デフォルトでは、インターフェイスには VSAN 1 が自動的に割り当てられます。

各インターフェイスには、管理設定と動作ステータスが対応付けられています。
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• 管理設定は、修正を加えない限り変更されません。この設定には、管理モードで設定できる
各種の属性があります。

• 動作ステータスは、インターフェイス速度のような指定された属性の現在のステータスを表
します。 このステータスは変更できず、読み取り専用です。 インターフェイスがダウンの
状態のときは、値の一部（たとえば、動作速度）が有効にならない場合があります。

関連トピック

VSAN の設定と管理
NPV の設定

E ポート

拡張ポート（E ポート）モードでは、インターフェイスがファブリック拡張ポートとして機能し
ます。 このポートを別の E ポートに接続し、2 つのスイッチ間でスイッチ間リンク（ISL）を作成
できます。 E ポートはフレームをスイッチ間で伝送し、ファブリックを設定および管理できるよ
うにします。 リモート N ポート宛てフレームのスイッチ間コンジットとして機能します。 E ポー
トは、クラス 3 およびクラス F サービスをサポートします。

別のスイッチに接続された E ポートも、SAN ポート チャネルを形成するように設定できます。

関連トピック

SAN ポート チャネルの設定

F ポート

ファブリック ポート（F ポート）モードでは、インターフェイスがファブリック ポートとして機
能します。 このポートをノード ポート（N ポート）として動作する周辺装置（ホストまたはディ
スク）に接続できます。 F ポートは、1 つの N ポートだけに接続できます。 F ポートはクラス 3
サービスをサポートします。

NP ポート

スイッチが NPV モードで動作しているとき、スイッチをコア ネットワーク スイッチに接続する
インターフェイスは NP ポートとして設定されます。 NP ポートは N ポートと同様に動作します
が、複数の物理 N ポートに対するプロキシとして機能します。

関連トピック

NPV の設定

TE ポート

トランキングEポート（TEポート）モードでは、インターフェイスがトランキング拡張ポートと
して機能します。 別の TE ポートに接続し、2 つのスイッチ間で Extended ISL（EISL）を作成しま
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す。 TE ポートは別の Cisco Nexus デバイスまたは Cisco MDS 9000 ファミリ スイッチに接続しま
す。 E ポートの機能を拡張して、次の内容をサポートします。

• VSAN（仮想 SAN）トランキング。

• ファイバ チャネル トレース（fctrace）機能

TE ポート モードでは、すべてのフレームが VSAN 情報を含む EISL フレーム フォーマットで送
信されます。 相互接続されたスイッチは VSAN ID を使用して、1 つまたは複数の VSAN からの
トラフィックを同一の物理リンク上で多重化します。この機能は、CiscoNexusデバイスではVSAN
トランキングと呼ばれます。 TE ポートは、クラス 3 およびクラス F サービスをサポートします。

関連トピック

VSAN トランキングの設定

TF ポート

スイッチが NPV モードで動作しているとき、スイッチをコア ネットワーク スイッチに接続する
インターフェイスは NP ポートとして設定されます。 NP ポートは N ポートと同様に動作します
が、複数の物理 N ポートに対するプロキシとして機能します。

トランキング F ポート（TF ポート）モードでは、インターフェイスがトランキング拡張ポートと
して機能します。 トランキングした別の N ポート（TN ポート）または NP ポート（TNPポート）
に接続して、コア スイッチと NPV スイッチまたは HBA の間のリンクを作成し、タグ付きフレー
ムを伝送できます。 TF ポートは、F ポートの機能を拡張して、VSAN トランキングをサポートし
ます。

TF ポート モードでは、すべてのフレームが、VSAN 情報を含む EISL フレーム フォーマットで送
信されます。 相互接続されたスイッチは VSAN ID を使用して、1 つまたは複数の VSAN からの
トラフィックを同一の物理リンク上で多重化します。この機能は、CiscoNexusデバイスではVSAN
トランキングと呼ばれます。 TF ポートは、クラス 3 およびクラス F サービスをサポートします。

TNP ポート

トランキング NP ポート（TNP ポート）モードでは、インターフェイスがトランキング拡張ポー
トとして機能します。TNPポートは、トランキングされたFポート（TFポート）に接続し、NPV
スイッチからコア NPIV スイッチへのリンクを作成できます。

SD ポート

SPAN 宛先ポート（SD ポート）モードでは、インターフェイスがスイッチド ポート アナライザ
（SPAN）として機能します。SPAN機能は、ファイバチャネルインターフェイスを通過するネッ
トワーク トラフィックを監視します。 このモニタリングは、SD ポートに接続された標準ファイ
バ チャネル アナライザ（または同様のスイッチ プローブ）を使用して行われます。 SD ポートは
フレームを受信しません。送信元トラフィックのコピーを送信するだけです。 SPAN 機能は他の
機能に割り込むことなく、SPAN 送信元ポートのネットワーク トラフィックのスイッチングに影
響しません。
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auto モード

auto モードに設定されたインターフェイスは、E ポート、F ポート、NP ポート、TE ポート、TF
ポート、または TNP ポートのいずれかのモードで動作します。 ポート モードは、インターフェ
イスの初期設定中に決定されます。 たとえば、インターフェイスがノード（ホストまたはディス
ク）に接続されている場合、F ポート モードで動作します。 インターフェイスがサードパーティ
製のスイッチに接続されている場合、E ポート モードで動作します。 インターフェイスが Cisco
Nexus デバイスまたは Cisco MDS 9000 ファミリの別のスイッチに接続されている場合、TE ポー
ト モードで動作できます。

SD ポートは初期化で判別されず、管理上設定されます。

関連トピック

VSAN トランキングの設定

インターフェイス ステート
インターフェイスステートは、インターフェイスの管理設定および物理リンクのダイナミックス
テートによって異なります。

管理ステート

管理のステートは、インターフェイスの管理設定を表します。 次の表に、管理ステートを示しま
す。

表 1：管理ステート

説明管理ステート

インターフェイスはイネーブルです。Up

インターフェイスはディセーブルです。 イン
ターフェイスをシャットダウンして管理上の
ディセーブル状態にした場合は、物理リンク層
ステートの変更が無視されます。

Down

動作ステート

動作ステートは、インターフェイスの現在の動作ステートを示します。 次の表に、動作ステート
を示します。
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表 2：動作ステート

説明動作ステート

インターフェイスは、トラフィックを要求に応
じて送受信しています。このステートにするた
めには、インターフェイスが管理上アップの状
態、インターフェイスリンク層ステートがアッ
プの状態で、インターフェイスの初期化が完了
している必要があります。

Up

インターフェイスが（データ）トラフィックを
送信または受信できません。

Down

インターフェイスが TE または TF モードで正
常に動作しています。

トランキング

理由コード

理由コードは、インターフェイスの動作ステートによって異なります。 次の表に、動作ステート
の理由コードを示します。

表 3： インターフェイス ステートの理由コード

原因コード動作ステート管理設定

なし。UpUp

管理上のダウン。インターフェ
イスを管理上ダウンの状態に設
定する場合、インターフェイス
をディセーブルにします。 ト
ラフィックが受信または送信さ
れません。

DownDown

次の表を参照してください。DownUp

管理ステートが up で、動作ステートが down の場合、理由コードは、動作不能理由コードに基づ
いて異なります。 次の表に、動作不能ステートの理由コードを示します。

表に示されている理由コードは一部だけです。（注）
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表 4：非動作ステートの原因コード

適用可能なモード説明理由コード（長いバージョン）

すべて（All）物理層リンクが正常に動作して
いません。

Link failure or not connected

すべて（All）Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ハードウェアが接続さ
れていません。

SFP not present

すべて（All）物理層リンクが正常に動作して
おり、プロトコル初期化が進行
中です。

Initializing

ファブリックが現在再設定され
ています。

Reconfigure fabric in progress

初期化を再試行する前に、ス
イッチ ソフトウェアが指定さ
れた R_A_TOV 時間待機しま
す。

Offline

インターフェイス VSAN が削
除されているか、suspended ス
テートにあります。

インターフェイスを正常に動作
させるには、設定されたアク
ティブな VSAN にポートを割
り当てます。

Inactive

ハードウェア障害が検出されま
した。

Hardware failure
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適用可能なモード説明理由コード（長いバージョン）

エラー条件は、管理上の注意を
必要とします。 さまざまな理
由でインターフェイスがエラー
ディセーブルになることがあり
ます。 次に例を示します。

• 設定障害。

• 互換性のない BB_credit 設
定。

インターフェイスを正常に動作
させるには、まずこのステート
の原因となるエラー条件を修正
し、次にインターフェイスを管
理上シャットダウンにするか、
インターフェイスをイネーブル
にします。

Error disabled

スイッチにアクティブ SAN
ポート チャネルの最大数がす
でに設定されているので、イン
ターフェイスは隔離されます。

Isolation because limit of active
port channels is exceeded.

E ポートと TE ポートのみポート ネゴシエーションが失
敗しました。

Isolation due to ELP failure

ポート ネゴシエーションが失
敗しました。

Isolation due to ESC failure

Fibre Channel Domain
（fcdomain）のオーバーラッ
プ。

Isolation due to domain overlap

割り当てられたドメイン ID が
無効です。

Isolation due to domain ID
assignment failure

リンクのもう一方の端のEポー
トが分離しています。

Isolation due to the other side of
the link E port isolated

ファブリックの再設定により
ポートが分離されました。

Isolation due to invalid fabric
reconfiguration

fcdomain機能がディセーブルで
す。

Isolation due to domain manager
disabled
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適用可能なモード説明理由コード（長いバージョン）

ゾーン結合に失敗しました。Isolation due to zone merge failure

ISL の両端の VSAN が異なりま
す。

Isolation due to VSAN mismatch

SAN ポート チャネル インター
フェイスのみ

SAN ポート チャネルに所属す
るインターフェイスがダウンの
状態です。

port channel administratively down

SAN ポート チャネルに所属す
るインターフェイスに互換性の
ない速度が存在します。

Suspended due to incompatible
speed

SAN ポート チャネルに所属す
るインターフェイスに互換性の
ないモードが存在します。

Suspended due to incompatible
mode

不適切な接続が検出されまし
た。 SAN ポート チャネルのす
べてのインターフェイスが同一
のスイッチ ペアに接続されて
いる必要があります。

Suspended due to incompatible
remote switch WWN

仮想ファイバ チャネル イン
ターフェイスのみ

仮想ファイバ チャネル イン
ターフェイスにバインドされた
イーサネット インターフェイ
スが動作していません。

Bound physical interface down

仮想ファイバ チャネル イン
ターフェイスのみ

仮想ファイバ チャネル イン
ターフェイスにバインドされた
イーサネット インターフェイ
スが、仮想ファイバ チャネル
インターフェイスに関連付けら
れた VLAN に対して STP フォ
ワーディング ステートではあ
りません。

STP not forwarding in FCoE
mapped VLAN

Buffer-to-Buffer credit（BB_credit）
BB_credit はフロー制御メカニズムで、ファイバ チャネル インターフェイスがフレームをドロッ
プしないようにします。 BB_creditは、ホップごとにネゴシエーションします。
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Cisco Nexus デバイスでは、ファイバ チャネル インターフェイスで BB_credit メカニズムが使用さ
れますが、仮想ファイバ チャネル インターフェイスでは使用されません。 受信 BB_credit では、
ピアへの確認応答を必要とせずに、受信側の受信バッファの容量が決まります。 これは、帯域幅
遅延が大きいリンク（遅延が大きい長距離リンク）で、遅延時間が長い回線レート トラフィック
を維持できるようにするうえで重要です。

受信 BB_credit 値（fcrxbbcredit）は、ファイバ チャネル インターフェイスごとに設定できます。
ほとんどの場合、デフォルト設定を変更する必要がありません。

仮想ファイバ チャネル インターフェイスの場合、BB_credit は使用されません。 仮想ファイバ
チャネルインターフェイスは、基本の物理イーサネットインターフェイスの機能に基づいて、フ
ロー制御を実行します。

受信BB_credit値は、ポートモードによって異なります。物理ファイバチャネルインターフェ
イスの場合、F モードおよび E モード インターフェイスのデフォルト値は 16 です。 必要に応
じて、この値を変更できます。 最大値は 240 です。

（注）

ファイバ チャネル インターフェイスの設定

ファイバ チャネル インターフェイスの設定
ファイバ チャネル インターフェイスを設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクショ
ン

コンフィギュレーション モードに入ります。switch# �F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q
�W�H�U�P�L�Q�D�O

ステップ 1   

ファイバ チャネル インターフェイスを選択し、インター
フェイス コンフィギュレーション モードを開始します。

switch(config)# �L�Q�W�H�U�I�D�F�H
{�I�F�V�O�R�W/�S�R�U�W}|{�Y�I�F�Y�I�F���L�G}

ステップ 2   

ファイバ チャネル インターフェイスが設定さ
れた場合、自動的に一意の World Wide Name
（WWN）が割り当てられます。 インターフェ
イスの動作ステートがupの場合、ファイバチャ
ネル ID（FC ID）も割り当てられます。

（注）

これが QSFP+ GEMS の場合、�V�O�R�W/�S�R�U�W構文は
�V�O�R�W/�4�6�)�3���P�R�G�X�O�H/�S�R�U�Wになります。

（注）
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ファイバ チャネル インターフェイスの範囲の設定
ファイバ チャネル インターフェイスの範囲を設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーション モードに入ります。switch# �F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�W�H�U�P�L�Q�D�Oステップ 1   

ファイバ チャネル インターフェイスの範囲を
選択し、インターフェイス コンフィギュレー
ション モードを開始します。

switch(config)# �L�Q�W�H�U�I�D�F�H{ �I�F
�V�O�R�W/�S�R�U�W- �S�R�U�W[ , �I�F�V�O�R�W/�S�R�U�W- �S�R�U�W]
| �Y�I�F�Y�I�F���L�G- �Y�I�F���L�G[ , �Y�I�F�Y�I�F���L�G- �Y�I�F���L�G
] }

ステップ 2   

これが QSFP+ GEMS の場合、�V�O�R�W/�S�R�U�W
構文は �V�O�R�W/�4�6�)�3���P�R�G�X�O�H/�S�R�U�Wになり
ます。

（注）

インターフェイスの管理ステートの設定
インターフェイスを正常にシャットダウンする手順は、次のとおりです。

トラフィック フローをイネーブルにする手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーション モードに入ります。switch# �F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�W�H�U�P�L�Q�D�Oステップ 1   

ファイバ チャネル インターフェイスを選択し、イ
ンターフェイス コンフィギュレーション モードを
開始します。

switch(config)# �L�Q�W�H�U�I�D�F�H{�I�F
�V�O�R�W/�S�R�U�W}|{�Y�I�F�Y�I�F���L�G}

ステップ 2   

これが QSFP+ GEMS の場合、�V�O�R�W/�S�R�U�W構
文は �V�O�R�W/�4�6�)�3���P�R�G�X�O�H/�S�R�U�Wになります。

（注）

インターフェイスを正常にシャットダウンし、ト
ラフィック フローを管理上ディセーブルにします
（デフォルト）。

switch(config-if)# �V�K�X�W�G�R�Z�Qステップ 3   
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インターフェイス モードの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル コンフィギュレーション モードを
開始します。

�F�R�Q�I�L�J�X�U�H�W�H�U�P�L�Q�D�O

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�X�U�H�W�H�U�P�L�Q�D�O
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J����

ステップ 1   

仮想ファイバ チャネル インターフェイスを選
択し、インターフェイスコンフィギュレーショ
ン モードを開始します。

switch(config) # �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�Y�I�F�Y�I�F���L�G}

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���� �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�Y�I�F����
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I����

ステップ 2   

ポート モードを設定します。switch(config-if) # �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H
{�( |�1�3}

ステップ 3   

vFC インターフェイスは、モード E および NP
だけをサポートします。

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W
�P�R�G�H�(
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I����

SD ポートを自動では設定できませ
ん。このポートは管理上設定する必
要があります。

（注）

次に、VEポート20を設定し、イーサネットスロット1、ポート3にバインドする例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�W
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���� �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�Y�I�F����
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �E�L�Q�G�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�H�W�K�H�U�Q�H�W������
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�(
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �H�[�L�W
�V�Z�L�W�F�K��

次に、イーサネット slot1、ポート 3 インターフェイスにバインドされた vFC 20 の実行コンフィ
ギュレーションの例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�U�X�Q�Q�L�Q�J���F�R�Q�I�L�J
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���� �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�Y�I�F����
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �E�L�Q�G�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�(�W�K�H�U�Q�H�W������
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�(
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �Q�R�V�K�X�W�G�R�Z�Q

次に、VNP ポート 10 を設定し、イーサネット スロット 2、ポート 1 にバインドする例を示しま
す。
�V�Z�L�W�F�K�� �F�R�Q�I�L�J�W
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���� �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�Y�I�F����
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �E�L�Q�G�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�H�W�K�H�U�Q�H�W������
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�1�3
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I���� �H�[�L�W
�V�Z�L�W�F�K��
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インターフェイスの説明の設定
インターフェイスの説明は、トラフィックを識別したり、インターフェイスの使用状況を知る場
合に役立ちます。 インターフェイスの説明には、任意の英数字の文字列を使用できます。

インターフェイスの説明を設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーション モードに入ります。switch# �F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�W�H�U�P�L�Q�D�Oステップ 1   

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、
インターフェイスコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

switch(config)# �L�Q�W�H�U�I�D�F�H{�I�F
�V�O�R�W/�S�R�U�W}|{�Y�I�F�Y�I�F���L�G}

ステップ 2   

これが QSFP+ GEMS の場合、�V�O�R�W/�S�R�U�W
構文は �V�O�R�W/�4�6�)�3���P�R�G�X�O�H/�S�R�U�Wになり
ます。

（注）

インターフェイスの説明を設定します。 スト
リングの長さは、最大 80 文字まで可能です。

switch(config-if)# �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W
�G�H�V�F�U�L�S�W�L�R�Q�F�L�V�F�R���+�%�$��

ステップ 3   

インターフェイスの説明をクリアします。switch(config-if)# �Q�R�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W
�G�H�V�F�U�L�S�W�L�R�Q

ステップ 4   

ポート速度の設定
ポート速度は、物理ファイバ チャネル インターフェイスで設定できますが、仮想ファイバ チャ
ネルインターフェイスでは設定できません。デフォルトでは、インターフェイスのポート速度は
スイッチによって自動計算されます。

ポート速度の変更は中断を伴う動作です。注意

インターフェイスのポート速度を設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクショ
ン

コンフィギュレーション モードに入ります。switch# �F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q
�W�H�U�P�L�Q�D�O

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクショ
ン

指定されたインターフェイスを選択して、インターフェ
イス コンフィギュレーション モードを開始します。

switch(config)# �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F
�V�O�R�W/�S�R�U�W

ステップ 2   

仮想ファイバ チャネル インターフェイスの
ポート速度は設定できません。

（注）

これが QSFP+ GEMS の場合、�V�O�R�W/�S�R�U�W構文は
�V�O�R�W/�4�6�)�3���P�R�G�X�O�H/�S�R�U�Wになります。

（注）

インターフェイスのポート速度を 1000 Mbps に設定し
ます。

switch(config-if)#
�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�V�S�H�H�G��������

ステップ 3   

数値は、Mbps単位の速度を表します。1Gbpsインター
フェイスには 1000 Mbps の速度、2 Gbps インターフェ
イスには 2000 Mbps の速度、4 Gbps インターフェイス
には4000、またはauto（デフォルト）を設定できます。

インターフェイスの管理速度を工場出荷時のデフォル
ト（auto）に戻します。

switch(config-if)# �Q�R
�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�V�S�H�H�G

ステップ 4   

自動検知

デフォルトではすべての 4 Gbps インターフェイスで 速度自動検知がイネーブルになっています。
この設定を使用すると、4 Gbps ポートのインターフェイスは 1 Gbps、2 Gbps、または 4 Gbps の速
度で動作します。専用レートモードで動作するインターフェイスに対して自動検知をイネーブル
にすると、ポートが 1 Gbps または 2 Gbps の動作速度をネゴシエートした場合でも、4 Gbps 帯域
幅が予約されます。

SD ポート フレーム カプセル化の設定
�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�H�Q�F�D�S�H�L�V�Oコマンドは、SD ポート インターフェイスにだけ適用されます。 このコマン
ドは、SD ポート モードにあるインターフェイスによって送信されたすべてのフレームのフレー
ム フォーマットを判別します。 カプセル化を EISL に設定すると、すべての SPAN 送信元につい
て、すべての発信フレームが EISL フレーム フォーマットで送信されます。

�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�H�Q�F�D�S�H�L�V�Oコマンドは、デフォルトではディセーブルです。 カプセル化をイネーブルに
する場合、すべての発信フレームがカプセル化され、�V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�6�'�B�S�R�U�W�B�L�Q�W�H�U�I�D�F�Hコマンド出
力に新しい行（Encapsulation is eisl）が表示されます。
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受信データ フィールド サイズの設定
仮想ファイバ チャネル インターフェイスではなく、ネイティブ ファイバ チャネル インターフェ
イスの受信データ フィールド サイズを設定できます。 デフォルトのデータ フィールド サイズが
2112 バイトの場合、フレームの長さは 2148 バイトです。

受信データ フィールド サイズを設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーション モードに入ります。switch# �F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�W�H�U�P�L�Q�D�Oステップ 1   

ファイバ チャネル インターフェイスを選択し、イ
ンターフェイス コンフィギュレーション モードを
開始します。

switch(config)# �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F
�V�O�R�W/�S�R�U�W

ステップ 2   

これが QSFP+ GEMS の場合、�V�O�R�W/�S�R�U�W構
文は �V�O�R�W/�4�6�)�3���P�R�G�X�O�H/�S�R�U�Wになります。

（注）

選択されたインターフェイスのデータ フィールド
サイズを 2000 バイトに減らします。 デフォルトは
2112 バイトで、範囲は 256 ～ 2112 バイトです。

switch(config-if)# �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W
�I�F�U�[�E�X�I�V�L�]�H��������

ステップ 3   

ビット エラーしきい値の概要
ビットエラーレートしきい値は、パフォーマンスの低下がトラフィックに重大な影響を与える前
にエラー レートの増加を検出するために、スイッチにより使用されます。

ビット エラーは、次の理由で発生することがあります。

• ケーブル故障または不良

• GBIC または SFP 故障または不良

• GBIC または SFP は 1 Gbps で動作するように指定されているが、2 Gbps で使用されている。

• GBIC または SFP は 2 Gbps で動作するように指定されているが、4 Gbps で使用されている。

• 長距離に短距離ケーブルが使用されている、または短距離に長距離ケーブルが使用されてい
る。

• 一時的な同期ロス

• ケーブルの片端または両端の接続のゆるみ

• 片端または両端での不適切な GBIC 接続または SFP 接続
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5 分間に 15 のエラー バーストが発生すると、ビット エラー レートしきい値が検出されます。 デ
フォルトでは、しきい値に達するとスイッチはインターフェイスをディセーブルにします。

�V�K�X�W�G�R�Z�Q/�Q�R�V�K�X�W�G�R�Z�Qコマンドを入力して、インターフェイスを再度イネーブルにできます。

しきい値を超えてもインターフェイスがディセーブルにならないようにスイッチを設定できます。

ビット エラーしきい値イベントによってインターフェイスがディセーブルにならないように
設定されていても、ビットエラーしきい値イベントが検出されると、スイッチによって syslog
メッセージが生成されます。

（注）

インターフェイスのビット エラーしきい値をディセーブルにする手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーション モードに入ります。switch# �F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�W�H�U�P�L�Q�D�Oステップ 1   

ファイバチャネルインターフェイスを選択し、イ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードを
開始します。

switch(config)# �L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F
�V�O�R�W/�S�R�U�W

ステップ 2   

これが QSFP+ GEMS の場合、�V�O�R�W/�S�R�U�W構
文は �V�O�R�W/�4�6�)�3���P�R�G�X�O�H/�S�R�U�Wになります。

（注）

ビットエラーしきい値イベントを検出したとき、
インターフェイスがディセーブルにならないよう
にします。

switch(config-if)# �V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W
�L�J�Q�R�U�H�E�L�W���H�U�U�R�U�V

ステップ 3   

ビットエラーしきい値イベントを検出したとき、
インターフェイスがイネーブルにならないように
します。

switch(config-if)# �Q�R�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W
�L�J�Q�R�U�H�E�L�W���H�U�U�R�U�V

ステップ 4   

Buffer-to-Buffer Credits の設定

手順

目的コマンドまたはアクショ
ン

グローバル コンフィギュレーション モードを開始しま
す。

switch# �F�R�Q�I�L�J�X�U�H�W�H�U�P�L�Q�D�Oステップ 1   
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目的コマンドまたはアクショ
ン

ファイバ チャネル インターフェイスを選択し、インター
フェイス コンフィギュレーション モードを開始します。

switch(config)# �L�Q�W�H�U�I�D�F�H
�I�F�V�O�R�W/�S�R�U�W

ステップ 2   

これが QSFP+ GEMS の場合、�V�O�R�W/�S�R�U�W構文は
�V�O�R�W/�4�6�)�3���P�R�G�X�O�H/�S�R�U�Wになります。

（注）

デフォルトの使用可能な値を選択されたインターフェイ
スに適用します。 使用可能な値は、ポート モードによっ
て異なります。

switch(config-if)#
�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�I�F�U�[�E�E�F�U�H�G�L�W
�G�H�I�D�X�O�W

ステップ 3   

デフォルト値は、ポート機能に応じて割り当てられます。

選択したインターフェイスに Buffer-to-Buffer credit 番号を
割り当て、必要に応じてポートが E、F、または TE のど
のモードで動作するかを指定します。

switch(config-if)#
�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�I�F�U�[�E�E�F�U�H�G�L�W
�Q�X�P�E�H�U�P�R�G�H{�( | �) | �7�(}

ステップ 4   

�P�R�G�Hに �(、�)、または �7�( を指定すると、ポー
トをそのモードに設定した場合にのみ
Buffer-to-Buffer credit 値が適用可能になります。

（注）

Buffer-to-Buffer credit には、�Q�X�P�E�H�Uで 1～240 の範囲の番
号を指定します。

デフォルト値は 16 です。

送受信の Buffer-to-Buffer credit を、このインターフェイス
のその他の関連インターフェイス情報とともに表示しま
す。

switch(config-if)# �G�R�V�K�R�Z
�L�Q�W�I�F�V�O�R�W/�S�R�U�W

ステップ 5   

正しい Buffer-to-Buffer credit 値は、レジスタの
読み取り時に得られます。 データ トラフィッ
クが遅いときに状況を確認するのに役立ちま
す。

（注）

これが QSFP+ GEMS の場合、�V�O�R�W/�S�R�U�W構文は
�V�O�R�W/�4�6�)�3���P�R�G�X�O�H/�S�R�U�Wになります。

（注）

（任意）
リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレーショ
ンをスタートアップ コンフィギュレーションにコピーし
て、変更を永続的に保存します。

switch(config-if)# �F�R�S�\
�U�X�Q�Q�L�Q�J���F�R�Q�I�L�J
�V�W�D�U�W�X�S���F�R�Q�I�L�J

ステップ 6   
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ファイバ チャネル インターフェイスのグローバル属性の設定

スイッチ ポート属性のデフォルト値の設定
各種のスイッチポート属性の属性デフォルト値を設定できます。これらの属性は、この時点でそ
れぞれを指定しなくても、今後のすべてのスイッチ ポート設定にグローバルに適用されます。

スイッチ ポート属性を設定する手順は、次のとおりです。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーション モードに入ります。switch# �F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�W�H�U�P�L�Q�D�Oステップ 1   

インターフェイス管理ステートのデフォルト設定を
up に設定します （出荷時のデフォルト設定は down
です）。

switch(config)# �Q�R�V�\�V�W�H�P
�G�H�I�D�X�O�W�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�V�K�X�W�G�R�Z�Q
�V�D�Q

ステップ 2   

このコマンドは、管理ステートに対して
ユーザ設定が存在しないインターフェイス
にだけ適用されます。

ヒント

インターフェイス管理ステートのデフォルト設定を
down に設定します。 これが出荷時のデフォルト設
定です。

switch(config)# �V�\�V�W�H�P�G�H�I�D�X�O�W
�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�V�K�X�W�G�R�Z�Q�V�D�Q

ステップ 3   

このコマンドは、管理ステートに対して
ユーザ設定が存在しないインターフェイス
にだけ適用されます。

ヒント

インターフェイスの管理トランクモードステートの
デフォルト設定を auto に設定します。

switch(config)# �V�\�V�W�H�P�G�H�I�D�X�O�W
�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�W�U�X�Q�N�P�R�G�H�D�X�W�R

ステップ 4   

デフォルト設定のトランク モードは on で
す。

（注）

N ポート識別子仮想化について
N ポート識別子仮想化（NPIV）は単一 N ポートに複数の FC ID を割り当てる手段を提供します。
この機能を使用すると、N ポート上の複数のアプリケーションが異なる ID を使用したり、アクセ
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ス コントロール、ゾーニング、ポート セキュリティをアプリケーション レベルで実装したりで
きます。 次の図に、NPIV を使用するアプリケーションの例を示します。

図 1： NPIV の例

N ポート ID バーチャライゼーションのイネーブル化
スイッチで NPIV をイネーブルまたはディセーブルにできます。

はじめる前に

スイッチ上のすべての VSAN に対して NPIV をグローバルでイネーブルにし、NPIV 対応のアプリ
ケーションが複数の N ポート ID を使用できるようにする必要があります。

すべての N ポート ID は同じ VSAN 内で割り当てられます。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーション モードに入り
ます。

�F�R�Q�I�L�J�X�U�H�W�H�U�P�L�Q�D�O

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�X�U�H�W�H�U�P�L�Q�D�O
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J����

ステップ 1   

スイッチ上のすべての VSAN の NPIV を
イネーブルにします。

�I�H�D�W�X�U�H�Q�S�L�Y

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����I�H�D�W�X�U�H�Q�S�L�Y

ステップ 2   

スイッチ上の NPIV をディセーブルにし
ます（デフォルト）。

�Q�R�I�H�D�W�X�U�H�Q�S�L�Y

例：
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����Q�R�I�H�D�W�X�U�H�Q�S�L�Y

ステップ 3   
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ポート チャネルの設定例
この項では、Fポートチャネルを共有モードで設定する方法、およびNPIVコアスイッチのFポー
トと NPV スイッチの NP ポート間のリンクを起動する方法の例を示します。 F ポート チャネルを
設定する前に、F ポート トランキング、F ポート チャネリング、および NPIV がイネーブルであ
ることを確認します。

次の例は、ポート チャネルの作成方法を示しています。
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�Q�W�H�U�I�D�F�H�S�R�U�W���F�K�D�Q�Q�H�O��
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�)
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�G�H�G�L�F�D�W�H�G
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����F�K�D�Q�Q�H�O�P�R�G�H�D�F�W�L�Y�H
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����H�[�L�W

次に、コア スイッチで専用モードでポート チャネル メンバ インターフェイスを設定する例を示
します。
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F����������
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�K�X�W
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�)
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�V�S�H�H�G��������
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�U�D�W�H���P�R�G�H�G�H�G�L�F�D�W�H�G
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�W�U�X�Q�N�P�R�G�H�R�Q
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����F�K�D�Q�Q�H�O���J�U�R�X�S��
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����Q�R�V�K�X�W
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����H�[�L�W

次に、NPV スイッチで専用モードでポート チャネルを作成する例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�Q�W�H�U�I�D�F�H�V�D�Q���S�R�U�W���F�K�D�Q�Q�H�O��
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�1�3
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����Q�R�V�K�X�W
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����H�[�L�W

次に、NPV スイッチ上でポート チャネル メンバ インターフェイスを設定する例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J�����L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F����������
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�K�X�W
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�1�3
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�W�U�X�Q�N�P�R�G�H�R�Q
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����F�K�D�Q�Q�H�O���J�U�R�X�S��
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����Q�R�V�K�X�W
�V�Z�L�W�F�K���F�R�Q�I�L�J���L�I�����H�[�L�W

ファイバ チャネル インターフェイスの確認

SFP トランスミッタ タイプの確認
SFPトランスミッタタイプは、仮想ファイバチャネルではなく、物理ファイバチャネルインター
フェイス用に表示できます。

SFP ハードウェア トランスミッタは、�V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�E�U�L�H�Iコマンドで表示される際に略語で示さ
れます。 関連する SFP がシスコによって割り当てられた拡張 ID を持つ場合、�V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�Hコマ
ンドと �V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�E�U�L�H�Iコマンドは、トランスミッタ タイプではなく、ID を表示します。 �V�K�R�Z
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�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�W�U�D�Q�V�F�H�L�Y�H�Uコマンドと �V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F�V�O�R�W/�S�R�U�Wtransceiver コマンドは、シスコがサポー
トする SFP に対して両方の値を表示します。

インターフェイス情報の確認
�V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�Hコマンドはインターフェイス情報を表示します。 引数を入力しないと、このコマン
ドはスイッチ内に設定されたすべてのインターフェイスの情報を表示します。

インターフェイス情報を表示するのに引数（インターフェイスの範囲、または複数の指定された
インターフェイス）を指定することもできます。 interface fc2/1 - 4 , fc3/2 - 3 の形式でコマンドを
入力して、インターフェイスの範囲を指定できます。

次に、すべてのインターフェイスを表示する例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H

�I�F������ �L�V�X�S
������
�I�F������ �L�V�X�S
������
�(�W�K�H�U�Q�H�W�������L�V�X�S
������
�P�J�P�W���L�V�X�S
������
�Y�H�W�K�H�U�Q�H�W�������L�V�X�S
������
�Y�I�F�� �L�V�X�S

次に、指定された複数のインターフェイスを表示する例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F������ �� �I�F������
�I�F������ �L�V�X�S
������
�I�F������ �L�V�X�S
������

次に、特定の 1 つのインターフェイスを表示する例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�Y�I�F��
�Y�I�F�� �L�V�X�S
������

次に、インターフェイスの説明を表示する例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�G�H�V�F�U�L�S�W�L�R�Q
��������������������������������������������������������������������������������������������������
�,�Q�W�H�U�I�D�F�H �'�H�V�F�U�L�S�W�L�R�Q
��������������������������������������������������������������������������������������������������
�I�F������ �W�H�V�W�L�Q�W�H�V�W
�(�W�K�H�U�Q�H�W������ ����
�Y�I�F�� ����
������

次に、すべてのインターフェイスを表示する例を示します（簡略）。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�E�U�L�H�I

次に、インターフェイス カウンタを表示する例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�F�R�X�Q�W�H�U�V

次に、特定のインターフェイスのトランシーバ情報を表示する例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F������ �W�U�D�Q�V�F�H�L�Y�H�U
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SFP が存在する場合にだけ、�V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�W�U�D�Q�V�F�H�L�Y�H�Uコマンドは有効です。（注）

�V�K�R�Z�U�X�Q�Q�L�Q�J���F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Qコマンドを実行すると、すべてのインターフェイスの情報を含む実行
コンフィギュレーション全体が表示されます。 スイッチがリロードしたとき、インターフェイス
コンフィギュレーション コマンドが正しい順序で実行するように、インターフェイスはコンフィ
ギュレーションファイルに複数のエントリを持っています。特定のインターフェイスの実行コン
フィギュレーションを表示する場合、そのインターフェイスのすべてのコンフィギュレーション
コマンドはグループ化されます。

次の例では、すべてのインターフェイスの実行コンフィギュレーションを表示する場合のインター
フェイスの表示を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�U�X�Q�Q�L�Q�J�F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q
������
�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F������

�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�V�S�H�H�G��������
������
�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F������

�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�(
������
�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F������

�F�K�D�Q�Q�H�O���J�U�R�X�S���� �I�R�U�F�H
�Q�R�V�K�X�W�G�R�Z�Q

次の例では、特定のインターフェイスの実行コンフィギュレーションを表示する場合のインター
フェイスの表示を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�U�X�Q�Q�L�Q�J�F�R�Q�I�L�J�X�U�D�W�L�R�Q�I�F������
�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F������

�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�V�S�H�H�G��������
�V�Z�L�W�F�K�S�R�U�W�P�R�G�H�(
�F�K�D�Q�Q�H�O���J�U�R�X�S���� �I�R�U�F�H
�Q�R�V�K�X�W�G�R�Z�Q

BB_credit 情報の確認
次に、すべてのファイバ チャネル インターフェイスの BB_credit 情報を表示する例を示します。
�V�Z�L�W�F�K���V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H�I�F������
������
�I�F������ �L�V�X�S

�+�D�U�G�Z�D�U�H�L�V�)�L�E�U�H�&�K�D�Q�Q�H�O���6�)�3 �L�V�V�K�R�U�W�Z�D�Y�H�O�D�V�H�U�Z���R�2�)�&���6�1��
�3�R�U�W�:�:�1 �L�V���������������������D�����D�����������D������
�$�G�P�L�Q�S�R�U�W�P�R�G�H�L�V�)�� �W�U�X�Q�N�P�R�G�H�L�V�R�Q
�V�Q�P�S�O�L�Q�N�V�W�D�W�H�W�U�D�S�V�D�U�H�H�Q�D�E�O�H�G
�3�R�U�W�P�R�G�H�L�V�)�� �)�&�,�' �L�V���[������������
�3�R�U�W�Y�V�D�Q�L�V��
�6�S�H�H�G�L�V�� �*�E�S�V
�7�U�D�Q�V�P�L�W�%���%�&�U�H�G�L�W�L�V��
�5�H�F�H�L�Y�H�%���%�&�U�H�G�L�W�L�V����
�5�H�F�H�L�Y�H�G�D�W�D�I�L�H�O�G�6�L�]�H�L�V��������
�%�H�D�F�R�Q�L�V�W�X�U�Q�H�G�R�I�I
�� �P�L�Q�X�W�H�L�Q�S�X�W�U�D�W�H�� �E�L�W�V���V�H�F���� �E�\�W�H�V���V�H�F���� �I�U�D�P�H�V���V�H�F
�� �P�L�Q�X�W�H�R�X�W�S�X�W�U�D�W�H�� �E�L�W�V���V�H�F���� �E�\�W�H�V���V�H�F���� �I�U�D�P�H�V���V�H�F

���������������� �I�U�D�P�H�V�L�Q�S�X�W������������������������ �E�\�W�H�V
�� �G�L�V�F�D�U�G�V���� �H�U�U�R�U�V
�� �&�5�&�� �� �X�Q�N�Q�R�Z�Q�F�O�D�V�V
�� �W�R�R�O�R�Q�J���� �W�R�R�V�K�R�U�W

���������������� �I�U�D�P�H�V�R�X�W�S�X�W������������������������ �E�\�W�H�V
�� �G�L�V�F�D�U�G�V���� �H�U�U�R�U�V

�� �L�Q�S�X�W�2�/�6�� �� �/�5�5�� �� �1�2�6���� �O�R�R�S�L�Q�L�W�V
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�� �R�X�W�S�X�W�2�/�6�� �� �/�5�5�� �� �1�2�6���� �O�R�R�S�L�Q�L�W�V
�O�D�V�W�F�O�H�D�U�L�Q�J�R�I ���V�K�R�Z�L�Q�W�H�U�I�D�F�H���F�R�X�Q�W�H�U�V�Q�H�Y�H�U

���� �U�H�F�H�L�Y�H�%���%�F�U�H�G�L�W�U�H�P�D�L�Q�L�Q�J
�� �W�U�D�Q�V�P�L�W�%���%�F�U�H�G�L�W�U�H�P�D�L�Q�L�Q�J
�� �O�R�Z�S�U�L�R�U�L�W�\�W�U�D�Q�V�P�L�W�%���%�F�U�H�G�L�W�U�H�P�D�L�Q�L�Q�J

�,�Q�W�H�U�I�D�F�H�O�D�V�W�F�K�D�Q�J�H�G�D�W�0�R�Q�0�D�\ ���� ���������������� ��������

ファイバ チャネル インターフェイスのデフォルト設定
次の表に、ネイティブ ファイバ チャネル インターフェイス パラメータのデフォルト設定を示し
ます。

表 5： デフォルトのネイティブ ファイバ チャネル インターフェイス パラメータ

デフォルトパラメータ（Parameters）

自動インターフェイス モード

自動インターフェイス速度

Shutdown（初期設定時に変更された場合を除
く）

管理状態

On（初期設定時に変更された場合を除く）トランク モード

1 ～ 4093トランク許可 VSAN

デフォルト VSAN（1）インターフェイス VSAN

Off（ディセーブル）標識モード

ディセーブルEISL カプセル化

2112 バイトデータ フィールド サイズ

次の表に、仮想ファイバ チャネル インターフェイス パラメータのデフォルト設定を示します。

表 6： デフォルトの仮想ファイバ チャネル インターフェイス パラメータ

デフォルトパラメータ（Parameters）

F モードインターフェイス モード

n/aインターフェイス速度

Shutdown（初期設定時に変更された場合を除
く）

管理状態
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デフォルトパラメータ（Parameters）

Onトランク モード

すべての VSANトランク許可 VSAN

デフォルト VSAN（1）インターフェイス VSAN

n/aEISL カプセル化

n/aデータ フィールド サイズ
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